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小学校３・４年生 【理科】太陽と影の動きを考えよう 

画面 操作 

 

Scratchを起動しましょう。 

（１）ブラウザを立ち上げ、下記の URL にアクセス

します。 

 

https://scratch.mit.edu/ 

 

「作ってみよう」または、画面の上部にある「作る」

をクリックします。 

 

※Scratch3.0は InternetExplorerには対応し

ていません。GoogleChrome 等の対応ブラウザ

を使用するか、オフライン版をダウンロードして

ください。 

 

 

（２）Scratchの制作画面が開きます。 

 

① ブロックパレット 

② スクリプトエリア 

③ ステージ 

④ スプライトエリア 

 

※スクラッチでは、命令であるブロックをスクリプ

トエリアに並べることで、プログラムを作成しま

す。 

このプログラム（スクリプト）は、スプライトと呼

ばれる部品ごとに作成をします。 

初期状態では、表示されている猫に対して命

令をつくることになります。 
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画面 操作 

 

 

 

プログラムをよびだしましょう 

（１）「太陽と影」のプログラムを読み込む 

 

①画面左上の「ファイル」をクリック 

 

 

 

 

 

 

②「コンピュータから読み込む」を選ぶ 

 

ファイルの場所を指定して、「太陽と影」を読み込

みます 

 

※あらかじめ、Web ページから「太陽と影」のプ

ログラムをダウンロードしておきましょう 

 

 

 

 

 

 

 

③「太陽と影」のプログラムが表示されます 

 

すでに、ステージに太陽や棒が配置されていま

す。また、太陽と影の動きをつくるためのブロック

が定義されています。 

 

【ポイント】 

定義されているブロックは左の「ブロック定義」を

クリックすると表示されます。 

 

※太陽や影の動きのプログラムもすでに作成して

いますが、児童が作成するときは、一度削除したも

のを保存しておくとよいでしょう。 
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画面 操作 

 

 

太陽の動きをつくり変更する 

 

（１）太陽を東から西に動かしましょう 

 

①スプライトエリアから太陽のスプライトを選びま

す 

 

【ポイント】 

太陽の動きをプログラムするときは「太陽」のスプ

ライトを選んでおきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②太陽を東におきます 

 

ブロックパレットから、「東におく」をスクリプトエリ

アに配置します。 

 

※太陽の動きを考えるために、どのブロックを置く

とよいか、児童が考えることが大事です。 

 

 

 

 

 

③ブロックをクリックすると、ステージの太陽が東

に移動します。 
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画面 操作 

 

 

④太陽を時計回りに動かしましょう 

 

図のようにプログラムを作成しましょう。 

 

繰り返しのブロックは、種類「制御」の中にありま

す。スプライトエリアにドラッグしたあと、「東にお

く」の下に配置しましょう。 

 

クリックして、太陽が時計回りに動いていることを

確認しましょう。 

 

 

 

⑤動きを考えましょう 

 

繰り返しがおわったときに、西になるように回数を

考えましょう。 

（1時間に 15度動くように作成しています） 

 

※このままでは動きが早すぎるので、繰り返しの

中に「1秒待つ」を入れておきます 

 

 

 

 

 

⑥実行ボタンを使う 

実行ボタン（ステージの上にある旗）をクリック

すると、太陽が動くように変更する。 

 

種類「イベント」から「 が押されたとき」をドラ

ッグし、プログラムの上に配置しましょう。 

 

※実行ボタンを配置することで、太陽と影を同時

に動かすことが可能になります。 
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画面 操作 

 

 

影を動かしてみましょう 

 

（２）影を西から東に動かしましょう。 

 

①右下から「影」のスプライトを選択します。 

 

 

 

 

 

 

②太陽と同じように、動きを作成します。 

 

ブロックをクリックして、影の動きを確認しましょう 

 

※太陽と逆の動きをすることに気づかせることが

大事です。 

 

※ここで、太陽と同時にうごかすときは、実行ボタ

ンをつけておきます。 

 

 

 

 

 

（３）影の長さを変えましょう 

 

①影の長さの変化を考えて、プログラムを作成し

ましょう。 

 

太陽が南中したときの、影の長さを考えて、プログ

ラムをつくりなおしましょう。 

 

 

クリックして、動きを確認しましょう 
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画面 操作 

 

 

 

 

②実行ボタンを使う 

実行ボタン（ステージの上にある旗）をクリック

すると、太陽が動くように変更する。 

 

種類「イベント」から「 が押されたとき」をドラ

ッグし、プログラムの上に配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）太陽と影を同時に動かす 

 

実行ボタンをクリックすると、太陽と影が同時にう

ごきます。 


